
二
0
二
五
年
度

祐
‘
孟
靡
：
・
・
（
ふ
：

ー
て
ふ
丸
か
§
沿
｀

ぁì

⑦
亜
熱
帯

②

国

司

問
題
I

次
の
用
語
か
ら
ふ
た
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い
。

入
学
試
験
問
題

①
火
焔
型
土
器

⑥
前
方
後
円
墳

問
題
I
I
（
選
択
問
題
）

③
元
寇

修
士
課
程
(

9

月

）

文
学
研
究
科

歴
史
学
専
攻
[

（
注
意
事
項
）

①
問
題
は
三
種
類
（
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
）
あ
り
ま
す
。
一
種
類
を

選
択
し
、
選
択
し
た
問
題
の
種
類
を
解
答
用
紙
に
必
ず
示
し
な
さ
い
。

②
解
答
は
、
縦
書
き
。

③
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

⑧
稲
荷
信
仰

⑨
半
珈
思
惟
像

問
題
①
次
の
史
料
は
近
世
京
都
の
町
方
文
書
で
あ
る
。
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

④
寛
政
改
革

専
門
・
日
本
史
学
系

⑤
王
政
復
古

⑩
人
形
浄
瑠
璃

＜
あ
q
含

9Q
炉
t
t
珍
繁
ゑ
み
、

喀

穴

¢

⑰

t

r'
ら
以
り
！

肴
仔
哀
勺
冬
誓
象
兎
ダ
ぶ
g
り
晶
ぶ

パ
‘
ぎ
令
£
晶
占
L
仙
ゆ
み
U
岱
貸

令
楳
『
ぷ
べ
を
J
i
g
厄
｀
云
？
↑

絃
｀
究
‘
ふ
ほ
と
繁
柑
裕
揺
ダ
泊
T

袖
な
t
w'、
¢
や
＼

6
i
然
訳
i
t

炊
ょ
i
§
痴
す
き
"
t
g
、
る
し
、

山
了
ク
rlli
＼
か
t
ふ
だ
紺

楊’ャ

Z
倉
ぽ
了
私
炉
ぶ
凶

也
わ
ゆ
低
餞
文

1

え
哨
八
↑
f
凡
｛
0

，
屯
密
も
ク
柑
朗

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

次
の
史
料
問
題
①
S
⑤
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
（
ど
れ
を
選
択
し
た
か
明
記
す
る
こ
と
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
沿
っ
て
解
答

し
な
さ
い
。



問
題
②

設
問
五
戦
後
に
お
け
る
「
行
幸
」
の
政
治
的
意
義
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

設
問
四

次
の
史
料
は
『
昭
和
天
皇
拝
謁
記
』
昭
和
二
五
（
一
九
五
0

)

年
一
月
一
七
日
条
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ

首
相
先
日
参
上
の
節
は
一
時
間
余
に
て
長
き
に
失
し
恐
縮
し
て
ま
し
た
と
申
上
げ
し
処
、
吉
田
は
人
を
見
る
事
は
ど
う
か
と
思
ふ
と
か
ね

て
の
事
を
又
仰
せ
ら
れ
、
合
同
問
題
の
如
き
も
幣
原
の
新
聞
に
い
つ
て
る
こ
と
の
方
が
筋
が
通
つ
て
る
と
私
は
思
ふ
と
の
仰
せ
。
又
日
本

は
政
党
が
主
義
主
張
で
動
か
な
い
で
人
の
関
係
が
ど
う
も
多
い
。
政
友
会
の
伊
藤
博
文
、
改
進
党
の
大
隈
と
い
ふ
風
で
政
策
の
面
は
大
同

小
異
だ
。
吉
田
は
ど
う
も
共
産
党
を
少
し
過
少
評
価
し
て
る
や
う
だ
（
其
点
は
M
a
c
A
rt
h
u
r
も
其
様
だ
が
）
。
例
へ
ば
野
坂
の
事
を
き
い

た
ら
こ
れ
か
ら
調
べ
る
と
い
つ
て
た
位
だ
と
の
仰
せ
。
其
点
は
ど
う
も
そ
う
思
ひ
ま
す
。
三
月
に
四
国
行
幸
を
仰
ぎ
ま
せ
う
か
と
治
安
関

係
を
調
べ
、
一
応
労
働
攻
勢
な
ど
は
国
警
方
面
で
よ
ろ
し
い
と
の
所
、
野
坂
問
題
が
起
き
却
て
地
下
に
も
ぐ
り
如
何
と
存
じ
此
点
首
相
に

一
寸
申
し
ま
し
た
処
、
高
知
県
は
大
丈
夫
で
す
と
い
ふ
様
な
答
で
あ
り
ま
し
た
故
、
香
川
愛
媛
が
問
題
と
申
し
た
や
う
な
事
で
御
座
い
ま

す
と
申
上
ぐ
。
陛
下
は
四
月
が
よ
い
と
の
仰
せ
あ
り
。

（
史
料
は
一
部
改
変
を
加
え
て
あ
る
）

設
問
三

設
問
設
問

設
問
一

設
問
一

設
問
―
―

前
頁
の
史
料
を
翻
刻
し
な
さ
い
。

前
頁
の
史
料
の
大
意
を
述
べ
な
さ
い
。

前
頁
の
史
料
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
近
世
京
都
に
お
け
る
町
共
同
体
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

『
昭
和
天
皇
拝
謁
記
』
の
概
要
と
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

「
吉
田
」
は
吉
田
茂
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
締
結
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
日
本
の
領
土
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
M
a
c
A
rt
h
u
r
」
は
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
の
占
領
政
策
に
つ
い

て
次
の
語
句
を
全
て
使
っ
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。
な
お
語
句
に
は
線
を
引
く
こ
と
。

語
句
「
戦
争
責
任
」
・
「
昭
和
天
皇
」
・
「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
」

「
野
坂
」
と
は
野
坂
参
三
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
一
一
五
（
一
九
五
0

)

年
に
お
け
る
野
坂
参
三
と
宮
本
顕
治
の
対
立
に
つ
い
て

簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。



設
問
二

設
問
三

設
問
四

設
問
五

設
問

御
事
蹟

問
題
③

次
の
史
料
は
、
堀
河
天
皇
が
崩
御
し
た
嘉
承
二
(
―

1
0
七
）
年
七
月
十
九
日
の
『
中
右
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
史
料
を
読
み
、
あ
と

の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

十
九
日
、
唸
卯
剋
許
御
悩
危
急
也
、
召
陰
陽
師
被
問
之
跳
、
虹
郎
占
申
云
、
御
運
極
事
也
、

K
可
有
助
欺
‘

．
壽
命
艇
、

今
日
於
大
極
殿
可
被
行
千
僧
御
讀
癌
也
、
上
卿
右
大
将
、
行
事
右
中
弁
顕
隆
、
参
八
省
相
催
諸
事
云
し
、

御
悩
危
急
之
間
公
卿
多
以
参
集
、
諸
僧
同
昔
奉
加
持
、
是
依
有
御
邪
氣
厩
也
、
如
此
之
間
漸
及
已
剋
、
闊
白
殿
走
出

r誌
屁
袖
喜
●
給
被
仰
予
云
、
主
上
辰
剋
許
御
氣
已
断
給
也
、
但
先
自
唱
大
般
若
・
法
花
癌
号
井
不
動
尊
賓
号
、

次
唱
膠
迦
．
彊
陀
賓
号
向
西
方
給
、
身
鉢
安
穏
、
只
如
入
睡
眠
給
也
、
然
而
鴛
思
邪
氣
疑
、
命
近
候
人
し
不
令
驚
也
、

．

C

オ
絡
）

抑
大
行
皇
帝
八
歳
即
帝
位
、
九
歳
携
詩
書
、
慈
悲
稟
性
、
佛
法
刻
心
、
凡
其
在
位
廿
一
年
間
、
退
罪
先
賞
、
施
仁
普
恩
、

喜
恕
不
出
色
、
愛
悪
不
掲
焉
、
自
王
侯
相
勝
至
上
下
男
女
、
各
皆
浴
恵
化
、
陶
染
亮
風
、
嘗
子
此
時
如
喪
父
母
、
我
君

才
智
」
漸
高
、
已
通
諸
道
、
就
中
法
令
格
式
之
道
、
絃
管
歌
詠
之
遊
、
天
性
所
授
不
愧
往
古
、
従
少
齢
之
日
及
大
位
之

年

9御意
所
及
、
為
先
道
理
也
、
只
恨
時
世
及
末
3
芍
以
堕
吋
但
是
偏
非
一
人
之
咎
欺
、
法
王
已
在
、
世

間
之
事
相
分
雨
方
之
故
也
、

大
極
殿
千
僧
御
讀
癌
未
被
始
前
、
聞
天
下
大
事
、
人
べ
分
散
云
＼

賢
疇
記
虹
部
卿
奉
院
宣
被
参
云
t
碑
祠
類
断
刀
劇
凶
剛
4
却
四
町
藤
原
朝
臣
令
揮
政
、
璽
鋸
被
渡
新
君
事
、
早
任
例

i
i
則
驚
此
告
参
御
直
虞
右
大
弁
時
範
朝
臣
奉
仰
、
遣
召
芍
俎
頑
．
怠
l
i
．
大
内
記
、
則
皆
参
、
且
被
尋

先
例
、
或
被
催
公
卿
・
諸
司
、
依
為
卒
爾
事
不
能
子
細
、
凡
如
向
暗
夜
、
殿
下
被
示
仰
云
、
先
牡
年
之
間
昇
振
政
職
、

不
薔
此
事
、
就
中
先
帝
之
御
事
悲
歎
描
心
、
新
君
之
沙
汰
迷
乱
失
方
、
憂
喜
之
歳
、
巳
迷
前
後
r

為
之
姐
何
、
仰
旨
誠

以
可
然
、

史
料
の
傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
お
圃
を
補
っ
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
②
の
「
叙
位
」
と
「
除
目
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
と
意
味
を
記
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
記
王
（
藤
原
宗
忠
）
は
天
下
が
乱
れ
た
原
因
を
何
と
い
っ
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
④
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。

史
料
の
傍
線
部
④
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

（
次
頁
に
つ
づ
く
）



問
題
④

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

[

I

]

 

度
で
説
明
し
な
さ
い
。

[

I

l

]

 

こ
の
二
点
の
絵
画
資
料
は
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
の
京
都
の
主
要
な
年
中
行
事
を
描
い
た
「
十
二
月
あ
そ
ひ
」
と
い
う
絵
巻
物
で
あ
る
。

二

点
そ
れ
ぞ
れ
何
月
の
行
事
か
を
明
記
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
を
一
点
に
つ
き
三

0
0字
程



問
題
⑤

げ＼甕□：
i虚／｀＼

5:  
、¥ I l. 1" 
彎

I 

， 

［ 
寸F-199....

胃9,

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

万＼
し：

■ヽ中ll鞠川土嶋皐
:t1111/I 
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え
で
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

次
の
三
点
の
考
古
資
料
は
、
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
遣
構
と
遺
物
の
出
土
状
況
、
井
戸
か
ら

の
図
面
を
観
察
し
、
①
遺
構
全
体
、
②
遺
物
の
出
土
状
況
、
③
遺
物
の
三
点
に
分
け
て
図
面
か

I t5111Jt..E■圃鯖
I 1.5,WI●鱒e■櫨●UIIn...eoむ9
• I』"“‘にぷい胄R•II99

ヽ """’“•~―9疇亀•禽.,,,,.,,_.... 
、 細1貫••""躊••含む1
9 1."“3攣糞〇シ鳥t
● 囀＂貫角諭”....tと『．四1 帽11......,•HD直鵬樋暉亀雷“

ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
記
述
し
、
そ
の
う

出
土
し
た
土
器
の
図
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
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2025年度入学試験問題修士課程 (9月）
文学研究科歴史学専攻 ［専門：東洋史学系 ］ 

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の [Al[BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[Al次の文章は司馬光『資治通鑑』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。
ャヽ

臣光日、穣侯援立昭王、除其災害、薦白起為将、南取瑯・邦、東属地於斉、使天下諸侯稽首而事秦。秦益強大者、

穣侯之功也。雖其専恣麟貪足以買禍、亦未至尽如疸唯之言。若誰者、亦非能為秦忠謀、直欲得穣侯之慮、故溢其

坑而奪之耳。遂使秦王絶母子之義、失舅甥之恩。要之、誰真傾危之士哉。

[B]次の文章は葛兆光『宅荘中国一一重建有矢「中国」的房史沿述』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

陶渕明的商句涛‘‘没漿周王侍，流親山海圏’'是人1f]相当熟悉的，‘‘周王侍’'是指《穆天子侍》， ‘‘山海圏’'指的是

《山海経》以及圏像，古代恨多士人大約都有迭祥的懐井経拓，也大約ハ迭些“升拓心胸'’的井中荻取了相当多超

越経典和現安的知沢。除了氾栽想象中扱西昆合的《穆夭子侍》和四海大荒的《山海経》外，迭神知汲述庖当包括

被戎称力‘‘淡夭’'的部術‘‘大九州’'学悦，迭ー癸井庖当包括像道教想象三品十洲的《玄中氾》、《十洲祀》以及佛

教想象四大部洲的各神経典。儒者‘‘ー物不知則以力趾’'的博物侍統恰恰是他伯超越儒家知涙辺界的劫力，而陶瀕

明的涛句常常是他1i]用来申明送神知涙合理性的一介依据。

[CJ次の文章を現代日本語に翻訳しなさい。

引用部分は削除しています。

出典：仝芭今「芭弓そ［lq笞人卜／牲C1人卜包子吾苦叫叫珂」『芭丑己・9[H人卜包干．21翌習』

（芭丑叫吾笞包子包誓世早， 2023¥:!)604-605頁

（次頁へつづく）



II.次の [A][BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

(AJ東アジアにおける農耕民族と遊牧狩猟民族の関係について述べなさい。

[B]．中国史における仏教と道教の関係について述べなさい。

[CJ朝鮮史における身分制度について、特定時期の具体例を挙げて論じなさい。

皿次の項目より 2題を選択して歴史的な説明を加えなさい。

(a)馬融

(d)張学良

(g)骨品制度

(b)唐玄宗

(e)整風運動

(h)蕩平策

9ヤ

(c)王安石

(f)南巡講話

(i)文化政治



2025年度入学試験問題修士課程 (9月）
文学研究科歴史学専攻 ［専門：西洋史学系］

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の文章は、 2024年に雑誌 TheJournal of Imperial血 dCommonwealth History(vol. 52, no. 1)に掲載

されたShinsukeSatsuma氏の ‘Severingthe Sinews of the Spanish Empire: British Naval Policy and 
ャヽ

Operations Regarding the Silver Fleets during the War of Jenkins'Ear, 1737-1740'と題する論文の要
旨である。論文タイトルを日本語になおし、論文要旨の概要を日本語で記しなさい。

引用部分は削除しています。

II.ヨーロッパ史やアメリカ史において、奴隷制度が重要な社会的機能を担うこともあった。そこで、あなた

が関心のある時代と地城を取り上げ、当該社会での奴隷制度について具体例をあげて説明するとともに、

その歴史的意義について論じなさい。

皿次の各群から 1項目を選び、説明しなさい。

A群 （1)小ドイツ主義

(3)ディオクレティアヌス帝

B群 （1)ヘレニズム文化

(3)『ユートピア』

(2)メディチ家

(4)コーヒーハウス

(2)「会議は踊る、されど進まず」

(4)東方貿易（レヴァント貿易）



2025年度入学試験問題修士課程 (9月）

文学研究科歴史学専攻 ［外国語（英語） ］ 

（注意事項）
①解答は、横書き。
②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
③解答用紙の外国語欄の解答する語種を0で囲むこと。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。

⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の英文は、 2024年 4月2日付 TheJapan乃mesに掲載された記事である。この文章を読んで、以下の設

問に答えなさい。

9ヤ

引用部分は削除しています。

（次頁へつづく）



【設問】

(1)下線部①を日本語になおしなさい。

(2) 日本において、「佐藤」姓は年にどのくらいの割合で増加していると推定されているか。またその割合が算

出された根拠は何か。それぞれ本文にそくして日本語で説明しなさい。

(3)下線部②は吉田氏の発言である。下線部②を日本語になおしなさい。

(4)文中で吉田氏は、日本政府が夫婦別姓を採用することで、どのような予測が成り立つと考えているか。本文

にそくして日本語で説明しなさい。

(5)日本労働組合総連合会の調査ではどのようなことが指摘さ布ているか。本文にそくして日本語で説明しなさ

い。

II. 次の英文は、 2024年 1月19日付 TheJapan Times alphaに掲載された記事である。この文章を読んで、

以下の設問に答えなさい。

③ e 

of the King of Rock'n'Roll performing later this vear. thanks to virtual realitv. 

Elvis Evolution will use artificial intelligence, holographic projection, augmented reality and live theater 

to recreate events in Presley's life and music, said Layered Reality, the immersive entertainment company 

developing the show. 

④""Layered 

Reality founder and chief executive Andrew McGuinness told Reuters. 

"The crescendo of the experience is an AI performance by Elvis," he said. 

※augmented realityは「拡張現実」のこと。

【設問】

(1)下線部③を日本語になおしなさい。

(2)プレスリーの人生と音楽における出来事を再現するため、レイヤード・リアリティ社はどのような技術を用

いる予定だと述べているか、本文にそくして日本語で説明しなさい。

(3)下線部④を日本語になおしなさい。



問
題
ー

設
問
一

設
問
二

設
問
三

問
題
①

―1
0
二
五
年
度

次
の

問
題
I
I
（
選
択
問
題
）

史
料
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
治
天
の
君

次
の
史
料
問
題
①
S
⑤
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
（
ど
れ
を
選
択
し
た
か
明
記
す

な
さ
い
。右

の
史
料
を
翻
刻
し
な
さ
い
。

右
の
史
料
の
大
意
を
述
べ
な
さ
い
。

右
の
史
料
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
時
代
の
宗
教
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

⑥
磐
井
の
乱

次
の
用
語
か
ら

入
学

⑦
御
師

②
大
宰
府

試
験
問
題

⑧
祇
園
祭

ふ
た
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い
。

修
士
課
程

③
関
白

(

2

月

）

⑨
浮
世
絵 ミ

④
長
崎
奉
行

⑩
歌
舞
伎

⑤
西
南

文

学

研

究

科

歴

史

学

専

攻

[

る
こ
と
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
沿
っ
て
解
答
し

戦
争

（
注
意
事
項
）

①
問
題
は
三
種
類
（
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
）
あ
り
ま
す
。
一
種

を
選
択
し
、
選
択
し
た
問
題
の
種
類
を
解
答
用
紙
に
必
ず
示
し
な
さ
い

②
解
答
は
、
縦
書
き
。

③
解
答
用
紙
に
、
志
望
専
攻
・
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

④
解
答
用
紙
に
は
、
設
問
番
号
を
記
入
し
、
解
答
す
る
こ
と
。

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

専
門
・
日
本
史
学
系



問
題
②

設
問
五

設
問
二

設
問
三

設
問
四

設
問

和
与

問
題
③
次
の
史
料
を
読
み
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

次
の
史
料
は
、
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
六
日
条
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ

六
日
の
朝
、
御
殿
場
に
行
き
、
公
爵
に
詳
し
く
過
日
来
の
話
を
し
て
、
各
所
で
、
重
大
な
危
機
で
あ
る
か
ら
御
前
会
議
で
も
し
て
国
策

を
決
め
た
ら
…
…
と
い
ふ
や
う
な
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
伝
へ
し
た
と
こ
ろ
、
公
爵
は
「
明
治
天
皇
時
分
の
御
前
会
議
と
い
ふ
の
は
、

今
日
い
ふ
御
前
会
議
と
は
多
少
意
味
が
違
ふ
。
自
分
の
記
憶
に
よ
る
と
、
大
体
に
お
い
て
御
前
会
議
は
受
身
の
場
合
に
さ
れ
た
も
の
で
、

た
と
へ
ば
日
清
戦
争
の
前
と
か
、
或
は
日
露
戦
争
の
前
と
か
い
ふ
や
う
に
、
日
本
が
圧
迫
を
受
け
た
時
に
御
前
会
議
を
し
た
も
の
で
あ

る
。
で
、
自
分
の
記
憶
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
三
四
遍
し
か
な
い
と
思
ふ
。
伊
藤
内
閣
の
時
に
、
陛
下
の
御
名
代
で
山
県
元
帥
が
例

の
ロ
シ
ア
の
戴
冠
式
に
参
列
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
が
、
そ
の
時
の
御
前
会
議
に
自
分
も
出
席
し
た
。
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
が
大
津
で
負

傷
さ
れ
た
事
件
以
来
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
何
等
の
外
交
的
工
作
が
な
か
っ
た
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
戴
冠
式
に
は
、
で
き
る
だ
け
名
実
と
も

に
実
力
及
び
信
望
の
あ
る
、
い
は
ゆ
る
国
家
の
代
表
者
を
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の
で
、
御
前
会
議
で
、
す
ぐ
目
の
前
に
い
る

山
県
元
帥
を
指
し
て
、
明
治
天
皇
に
『
こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
の
戴
冠
式
に
は
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
山
県
大
将
が
最
も
適
当
と
思
ひ
ま
す
』

と
申
上
げ
た

（
史
料
は
一
部
改
変
を
加
え
て
あ
る
）

日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
が
日
本
の
国
民
国
家
の
形
成
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
踏
ま
え
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
惹
起
し
た
日
本
に
お
け
る
暴
動
事
件
の
概
要
と
そ
の
意
義
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
が
大
津
で
負
傷
さ
れ
た
事
件
」
を
め
ぐ
る
児
島
惟
謙
の
主
張
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
ロ
シ
ア
の
戴
冠
式
」
に
派
遣
さ
れ
た
山
縣
有
朋
が
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ロ
バ
ノ
フ
11
ロ
ス
ト
フ
ス
キ
ー
と
締
結
し
た
協
定
の

内
容
と
そ
の
意
義
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
「
御
前
会
議
」
の
法
制
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

筑

前

國

論

疇

目

目

事

有
於
地
頭
慇
煮
帯
祖
父
咤
3
譲
欣
、
雖
I
i
、
令
相
嫁
的
記
丸

母
儀
之
間
、
於
清
光
之
跡
者
、
永
止
沙
汰
畢
、
嘩
剃
長
淵
庄
者
、
吉
鶴

劇
閃
十
五
以
畠
t
g
令
領
知
、
十
六
歳
以
後
者
、
時
行
不
丁

，
E

塁
、
吉
鶴
可
令
知
行
、

9行
於
令
一
鵬
別
吉
鶴
丸
之
I
i

雖
為
十
五
以
前
、
吉
鶴
丸
可
知
行
件
地
癸
、
背
此
朕
、
致
異
論
者
、
可

被
申
行
別
罪
科
也
、
此
上
者
、
任
雨
方
承
諾
之
朕
、
為
向
後
編
鏡
、
可

申
給
御
下
知
也
、
釣
和
与
之
欣
如
件
、

延
慶
四
年
五
月
十
八
日
．．
 
、

平

時

行

（

花

押

）

⑥
「
為
後
證
、
奉
行
人
所
加
判
也
、

．
應
長
元
年
後
六
月
甘
二
日

沙
禰
朝
西
（
花
押
）

沙
禰
妙
覺
（
花
押
）
」

（
「
深
堀
時
行
〈
時
通
＞
和
興
状
」
『
肥
前
深
堀
家
文
書
』
）
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こ
の
二
点
の
絵
画
資
料
は
、
「
花
洛
細
見
図
」
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
点
そ
れ
ぞ
れ
京
都
の
ど
の
よ
う
な
行
事
を
描
い
た
も

の
か
に
つ
い
て
明
記
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
を
一
点
に
つ
き
三

0
0字
程
度
で
説
明
し

な
さ
い
。

心

7

史
料
の
傍
線
部
①
「
一
分
地
頭
職
」
、
②
「
番
訴
陳
」
、
③
「
相
綺
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
と
意
味
を
記
し
な
さ
い
。

「
長
淵
庄
」
の
知
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
、
史
料
の
傍
線
部
④
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
⑤
を
読
み
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
の
類
は
、
新
字
に
改
め
る
こ
と
。

史
料
の
傍
線
部
⑤
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

史
料
の
傍
線
部
⑥
の
四
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
も
と
も
と
こ
の
書
状
の
裏
面
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
奉
行
人
」
の
「
加
判
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
古
文
書
学
的
に
説
明
し
な
さ
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問
題
⑤

、
溝
遺
構
（
S
D
2
1
0
)
か
ら
出
土
し
た
土
馬
の
図
面
と
写
真
で
あ
る
。

次
の
考
古
資
料
は
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
区
の
遺
構
全
体
図
と

る
土
師
器
の
甕
・
高
杯
、
須
恵
器
の
杯
身
・
杯
蓋
な
ど
が
出
土
し

溝
遺
構
の
下
層
か
ら
は
、
七
世
紀
中
葉
i
八
世
紀
後
葉
に
比
定
さ
れ

こ
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
記
述
し
、

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
面
と
写
真
を
観
察
し
、
こ

な

さ

い

。

そ

の

う

え

で

土

馬

の

性

格

に

つ

い

て

説

明

し



2025年度入学試験問題修士課程 (2月）
文学研究科歴史学専攻 ［専門：東洋史学系 ］ 

（注意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I．次の [A][BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A]次の文章は司馬光『資治通鑑』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

臣光日、漢家之法已厳癸、而雀寒猶病其寛、何哉。蓋衰世之君、率多柔儒、凡愚之佐、唯知姑息、是以権幸之臣有罪不

坐、豪猾之民犯法不誅。仁恩所施、止於目前。姦究得志、紀綱不立。故雀宴之論、以矯一時之柾、非百世之通義也。孔

子日、政寛則民慢、慢則糾之以猛。猛則民残、残則施之以寛。寛以済猛、猛以済寛、政是以和。斯不易之常道癸。

[B]次の文章は葛兆光『宅萩中国一一重建有矢「中国」的尻史袷述』の一節である。現代日本語に翻訳しなさい。

古代中国対干弄城的記載不少。在唐代以前，通西域至返方者已経扱多，在張塞、班固以后，尽管大多数近行祀乗与

赴弄域取経求法者有矢，如《粋迦方志》所提到的十六次中外交往中，除了張羞以外，八汲代禁〔願〕、秦〔景究）

到唐代的玄装，大多是佛教徒的取経行13,其氾栽也多与其取経求法的経厨有夫，但是，安転上当吋対弄城与弄族的

知涙已経相当辛富。不仮力逐利元近弗届的商賣必然帯来各神弄岡，就是官方与好奇者也会相当注意。仮以現存圏像

カ例，除了侍力梁元帝的《取黄圏》外，在各釉圏像如唐代周防《蛮夷拭貢圏》，北宋超光舗《蕃王礼佛圏》等絵画

中，都可以看到古代中国人対弄国弄族的形象知汲已経不少。 ＊〔 〕内の文字は出題者が補った。

[CJ次の文章を現代日本語に翻訳しなさい。

引用部分は削除しています。

出典： 01せ号「芭丑包qフほ！叫苔笞」 『Al呈岳せヨ朴召習01（上）』 （XI斗牡臼人L200s It!) 38-39頁

（次頁へつづく）



II.次の [A] [BJ [CJ 3題より 1題を選択して解答しなさい。

[A]中国史における宦官について述べなさい。

[B]前期と後期の性格の違いに留意して倭寇について述べなさい。

[CJ朝鮮史における生産力発展と社会変化について、特定時期の具体例を挙げて論じなさい。

皿次の項目より 2題を選択して歴史的な説明を加えなさい。

(a)漢の武帝

(d)鄭成功

(g)三国遺事

(b)八王の乱

(e)義和団事件

(h)斥和碑
9ヤ

(c)北魏の孝文帝

(f)大躍進政策

(i)東亜日報



2025年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科歴史学専攻 ［専門：西洋史学系］

ほ意事項）
①問題は3種類（日本史・東洋史・西洋史）あります。
1種類を選択し、選択した問題の種類を解答用紙に必ず示しなさい。
②解答は、横書き。
③解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I.次の文章は、 2018年に雑誌Journalof Contemporary History(vol. 53 (4))に掲載された Sofia

Rodriguez Lopez氏とAntonioCazorla Sanchez氏の ‘BlueAngels: Female Fascist Resisters, Spies 

and Intelligence Officials in the Spanish Civil War, 1、!:l36-9'と題する論文の要旨である。論文タイ
トルを日本語になおし、論文要旨の概要を日本語で記しなさい。

引用部分は削除しています。

II.ヨーロッパ史やアメリカ史では、商品の生産や消費に加え、近年、流通に関わるテーマが注目を集め
ている。そこで、あなたが関心のある時代と地域を取り上げ、商品流通が同時代の社会に与えた影響

を概観し、その歴史的意義を論じなさい。

m.次の各群から 1項目を選び、説明しなさい。
A群 （1)アクロポリス (2)ハプスブルク家

(3)カルヴァン派 (4) 「平和に関する布告」

B群 （1)ラ＝ファイエット (2)教会大分裂（大シスマ）

(3)ソクラテス (4) ヨーロッパ経済共同体 (EEC)



2025年度入学試験問題修士課程 (2月）

文学研究科歴史学専攻 ［外国語（英語） ］ 
（注意事項）
①解答は、横書き。
②解答用紙に、志望専攻・受験番号・氏名を記入すること。
③解答用紙の外国語欄の解答する語種を0で囲むこと。
④解答用紙には、設問番号を記入し、解答すること。
⑤試験終了後、問題用紙は持ち帰ること。

I. 次の英文は、 2023年6月5日付 TheJapan乃mesに掲載された記事である。この文章を読んで、以下の

設問に答えなさい。

ャヽ

引用部分は削除しています。

※ Welcome Suica cards :「ウェルカム Suica」。 SuicaはSuperUrban Intelligent Cardの略で、交通系ICカ

ードの一種。

【設問】

(1)下線部①を日本語になおしなさい。

(2) JR東日本などの鉄道事業者が、当面の間、 ICカードの販売を制限した理由は何か。本文にそくして日本語

で説明しなさい。

(3)販売が制限されているにも関わらず、青森市や盛岡市、秋田市などでは記名式ではないカードが購入できた

理由は何か。本文にそくして日本語で説明しなさい。

(4)下線部②を日本語になおしなさい。

(5)下線部③を日本語になおしなさい。

（次頁へつづく）



II. 次の英文は、 2024年 1月12日付 TheJapan Times alphaに掲載された記事である。この文章を読んで、

以下の設問に答えなさい。

Thai lawmakers on Dec. 21 passed four draft bills on same-sex marriage.④The move is likelv to pa匹the

w_ay_ to fu.11 legalization_of_same-sex mauiaire in 2024. 

There were 380 lawmakers present in parliament's Lower House. All but 11 of them voted to approve the 

draft laws. 

⑤The four draft bills included one b the overnment another b civil societ ou s and two b 

opposition parties. 

A committee will be formed to merge the four draft bills ilito one. Then there will be more debate and 

votes. 

A government survey from October and November showed 96.6% public support for the government's 

draft bill. 

Thailand has one of Asia's most open and visible LGBT communities. 

Among Asian countries, only Taiwan and Nepal recognize same-sex marriage as legal. 

【設問】

(1)前後の文章をよく読み、 Themoveの内容が具体的にわかるように、下線部④を日本語になおしなさい。

(2)下線部⑤を日本語になおしなさい。

(3)この記事のタイトルは ‘Thailandpasses draft bills on same-sex marriage, moving closer to legalization' 

である。タイトルを参考にしつつ、記事全体を日本語で 120字程度に要約しなさい。


